
ｲｰｼﾞｰﾗｰﾒﾝ橋施工実績
橋 梁 名： 鹿島橋

工 事 名： 一般国道 ２４９号 橋りょう補修工事 （鹿島橋 ）

発 注 者： 石川県奥能登土木総合事務所

施工前(Before) 正面

完成(After) 正面

施工前(Before) 側面
完成(After) 側面

橋台鉄筋組立状況 橋台Co打設状況基礎杭の打設状況

橋体Co打設状況

工事受注者： 昭和建設株式会社

ＥＲＢ施工会社： 株式会社山崎建設

ＥＲＢ営業会社： 朝日エンヂニヤリング株式会社

ＥＲＢ桁製作会社： 株式会社尾山製作所

工法開発者： 朝日エンヂニヤリング株式会社

現場地図

現場住所(路線名）
一般国道249号
石川県鳳珠郡穴水町字鹿島 地内

橋梁一般図

コメント

竣 工 日： 平成 ２８年 １月 ２８日

桁下面型枠設置状況H鋼桁架設状況 桁上面鉄筋組立状況
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設計条件表

適 用 示 方 書

橋 の 重 要 度

橋　　　　　長

支 　 間　  長

幅　員　構　成

斜　　　　　角

活　  荷　  重

舗　  装　  厚

雪　  荷　  重

添　  架　  物

塩  害  対  策

橋  梁  形  式

上
部
構
造

下
 
部
 
構
 
造

桁下制限

架 設 方 法

材
料
強
度

形
 
式

か    ぶ    り

杭 先 端 地 盤

H 鋼 桁 材

コンクリート

鉄   　　筋

躯   　　体

基   　　礎

躯体コンクリート

基    礎    杭

制  限  値

桁  下  高

 道路橋示方書・同解説(平成24年3月)

 B種の橋

 10.494m(道路測点 NO.82+0.748～NO.93+0.248)

 9194m

   地覆    路肩　  車道　  拡幅     車道　　拡幅  路肩 　地覆　 　 全幅

 0.60＋0.75＋3.25＋0.25＋3.25+0.25+0.75+0.60 = 9.70m

 89°ﾟ00'00" 

 自動車荷重：B活荷重

 アスファルト舗装　車道：t=6cm(計算8cm)

 1kN/m
2
 （圧雪荷重）　　

 

 対策区分Ｓ

 複合門形ラーメン橋（イージーラーメン橋：H-300）

 クレーン架設

 90mm

 NTT光ケーブル×3条

鉄   　　筋

材
料
強
度

 火山礫凝灰岩　N＞50

 SM490Y：亜鉛アルミ擬似合金溶射+フっ素樹脂塗装

 30-8-25 N  W/C≦50%

 SD345

 鉄筋コンクリート橋台

 鋼管杭（中掘り工法）φ500、L=11.000m

 30-8-25 N  W/C≦50%

 SKK490、SKK400

 SD345

 +1.088m (H.H.W.L)  (左岸下流端)

 +2.110m (左岸下流端)

注記：本工法は特許工法（特許第4318694号）となっているので、施工方法等について確認のこと。
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橋梁一般図

平面図
S=1:100

Ｎ

断面図
S=1:100

支間中央部 A2橋台支点部

Ｈ鋼桁　H300×300×10×15（SM490A）
亜鉛アルミ擬似合金溶射+フッ素樹脂塗装

橋体コンクリート（30-8-25N）

防水層（塗膜系）

アスファルト舗装（t=80mm）

後打ちコンクリート打設

橋体コンクリート（30-8-25N）

防水層（塗膜系）

アスファルト舗装（t=80mm）

鋼管杭（中掘り工法）
φ500,t=9mm（SKK400）,L=11.00m,N=6本

後打ちコンクリート打設
添架物
 NTT光ケーブル×3条

添架物
 NTT光ケーブル×3条

添架物
 NTT光ケーブル×3条

構
造
基
準
線

（上流側） （下流側）

構
造
基
準
線

道
路
中
心
線

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G11 G12

G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G11 G12

G1

（上流側） （下流側）

6.0%
6.0%

6.0%
6.0%

H24-BV-1
GH=-0.15m,Dep=10.00m

H26-BV-2
GH=2.37m,Dep=12.03m

H26-BV-1
GH=1.50m,Dep=11.27m

HWL +0.487m～+0.682m

側面図
S=1:100

DL=0.00

A1橋台NO.82+0.748
A2橋
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鋼管杭（中掘り工法）
φ500,t=9mm（SKK400）,L=11.00m,N=6本

支持層

計画河床高
-0.493m～-0.298m

FH=3.046m FH=3.038m FH=2.925m FH=2.917m

※
参
考
値

※
参
考
値
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▽計画河床

▽現況護岸天端位置
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平成 26 年度

図 名

縮 尺

図面番号

石　　　川　　　県
平成　　年　　月　　日　株式会社国土開発センター　製作　

路 線 名

枚の内

鳳珠郡穴水町字鹿島　地内

橋梁一般図

箇 所

工 事 名

一般国道249号

図示

橋りょう補修工事（鹿島橋）

２

A1橋台NO.82+0.748
A2橋

台

NO.
93+

0.2
48

注：（　）内寸法値は、直断面寸法値を示す。
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添架物詳細図（参考図）
S=1:20

L-75X75X6X494

Ｕボルト
M12

75mm硬質ビニール管

ビニール管支持用保護管

PL-150X150X6

L-75X75X6X450

インサートM16
（L=70）

※添架支持金物及びインサートの設置位置は、上部工鉄筋位置
　を確認して最終決定すること。


